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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査ラインと信号ラインの交点に対応させて第一の表示画素が配置されているとともに
、前記第一の表示画素間で等しい電圧レベルに設定される第１のコモン電極を有する第１
の表示パネルと、
　走査ラインと信号ラインの交点に対応させて第２の表示画素が配置されているとともに
、前記第２の表示画素間で等しい電圧レベルに設定される第２のコモン電極を有する第２
の表示パネルと、
　走査ラインが選択状態にされる表示パネルが前記第１の表示パネルと前記第２の表示パ
ネルとの間で１フレーム内に複数回切り換わるように、前記第１の表示パネルの各走査ラ
インと前記第２の表示パネルの各走査ラインとを所定の順序で選択状態にする走査駆動部
と、
　前記第１のコモン電極に対して互いに異なる２つの電圧レベルが交互に切り換わる第１
のコモン信号を供給するとともに、前記第２のコモン電極に対して互いに異なる２つの電
圧レベルが交互に切り換わる第２のコモン信号を供給するコモン電極駆動部と、
を備え、
　前記コモン電極駆動部は、前記第２の表示パネルの何れかの走査ラインが選択状態にさ
れる毎に第１の所定のタイミングで電圧レベルが切り換わるように、且つ、前記第１の所
定のタイミングで切り換わった電圧レベルが次回における前記第１の所定のタイミングま
で維持されるように、前記第２のコモン信号の電圧レベルを切り換えることを特徴とする
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表示装置。
【請求項２】
　前記コモン電極駆動部は、前記第１の表示パネルの何れかの走査ラインが選択状態にさ
れる毎に第２の所定のタイミングで電圧レベルが切り換わるように、且つ、前記第２の所
定のタイミングで切り換わった電圧レベルが次回における前記第２の所定のタイミングま
で維持されるように、前記第１のコモン信号の電圧レベルを切り換えることを特徴とする
請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１の表示パネルと前記第２の表示パネルは、互いに前記走査ラインの数が異なる
とともに前記走査ラインの数の比がｉ：ｊ（ｉ、ｊは任意の１桁の正の整数）であり、
　前記走査駆動部は、前記第１の表示パネルに対してｉ行分の走査ラインを1走査ライン
ずつ順次選択状態にした後、前記第２の表示パネルに対してｊ行分の走査ラインを1走査
ラインずつ順次選択状態にすることを特徴とする請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１の表示パネルの信号ラインと前記第２の表示パネルの信号ラインとが接続され
ていることを特徴とする請求項１から３の何れかに記載の表示装置。
【請求項５】
　前記コモン信号駆動部は、前記第２の表示パネルの何れかの走査ラインが選択状態にさ
れているときは、前記第１のコモン信号の電圧レベルと前記第２のコモン信号の電圧レベ
ルとを等しい電圧レベルに設定することを特徴とする請求項１から４の何れかに記載の表
示装置。
【請求項６】
　前記コモン電極駆動部は、前記第１の表示パネルで選択される走査ラインの切り換わり
タイミングと前記第２のコモン信号における電圧レベルの切り換わりタイミングとに基づ
いて前記第１のコモン信号における電圧レベルを切り換えることを特徴とする請求項１に
記載の表示装置。
【請求項７】
　走査ラインと信号ラインの交点に対応させて第一の表示画素が配置されているとともに
、前記第一の表示画素間で等しい電圧レベルに設定される第１のコモン電極を有する第１
の表示パネルと、
　走査ラインと信号ラインの交点に対応させて第２の表示画素が配置されているとともに
、前記第２の表示画素間で等しい電圧レベルに設定される第２のコモン電極を有する第２
の表示パネルと、
を備え、
　前記第１の表示パネルと前記第２の表示パネルは、前記走査ラインの数の比がｉ：ｊ（
ｉ、ｊは任意の１桁の正の整数）になっている表示装置の駆動制御方法であって、
　前記第２の表示パネルに対してｊ行分の走査ラインを1走査ラインずつ順次選択状態に
する第１のステップと、
　前記第１の表示パネルに対してｉ行分の走査ラインを1走査ラインずつ順次選択状態に
する第２のステップと、
　１フレーム内で前記第１のステップと前記第２のステップを複数回繰り返す第３のステ
ップと、
　前記第２の表示パネルの何れかの走査ラインが選択状態にされる毎に所定のタイミング
で前記第２のコモン電極に印加される電圧レベルを切り換えるとともに、前記所定のタイ
ミングで切り換わった電圧レベルを次回における前記所定のタイミングまで前記第２のコ
モン電極に維持させる第４のステップと、
を有することを特徴とする駆動制御方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、表示装置及びその駆動制御方法に関し、特に、２以上の複数の表示パネルを
備えた表示装置及びその駆動制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、パーソナルコンピュータやデジタルカメラ、携帯電話機、ＤＶＤレコーダー等の
デジタル情報機器の普及が著しい。このようなデジタル情報機器には、各種画像情報や機
器の動作状態等を表示するための表示装置が搭載されている。例えば、携帯電話機におい
ては、近年折りたたみ式の筐体構造を有するとともに、操作面側（筐体内面側）に設けら
れた比較的大型のメインディスプレイのほかに、背面側（筐体外面側）にも比較的小型の
サブディスプレイを設けたものが主流となっている。
【０００３】
　ここで、従来技術における、２つの表示パネルを備えた表示装置について説明する。
　図６は、従来技術における、２つの表示パネルを備えた表示装置の一例を示す概略構成
図である。ここでは、上述した携帯電話機のように、比較的大型の表示パネルと比較的小
型の表示パネルを備えた構成を示す。また、表示パネルとして液晶表示画素を２次元配列
し、アクティブマトリクス型の駆動方式に対応した液晶表示パネルを適用した構成を示す
。
【０００４】
　従来技術における表示装置は、例えば、図６に示すように、少なくとも走査ライン数が
異なり、並列に配置された２種類の表示パネルＰＮＬ１、ＰＮＬ２と、各表示パネルＰＮ
Ｌ１、ＰＮＬ２の行方向に配設された各走査ライン群ＳＬｍ、ＳＬｓに走査信号を順次印
加するゲートドライバ（走査ドライバ）ＧＤＲと、表示パネルＰＮＬ１の列方向に配設さ
れたデータライン群ＤＬｍに表示信号（例えば、輝度信号に対応する表示信号電圧）を印
加するソースドライバ（データドライバ）ＳＤＲと、各表示パネルＰＮＬ１、ＰＮＬ２に
設けられた共通電極（コモン電極；図示を省略）にコモン信号電圧Ｖcom1、Ｖcom2を印加
するコモン電圧発生部（コモン電圧駆動部）ＣＯＭ１、ＣＯＭ２と、を備えた構成を有し
ている。
【０００５】
　ここで、異なるパネルサイズを有する２つの表示パネルＰＮＬ１、ＰＮＬ２を備えた表
示装置においては、ソースドライバＳＤＲから表示パネルＰＮＬ１に延在するデータライ
ン群ＤＬｍのうち、一部のデータライン群ＤＬｓが表示パネルＰＮＬ１を貫通して、表示
パネルＰＮＬ２に至るように構成され、データライン群ＤＬｓが２つの表示パネルＰＮＬ
１、ＰＮＬ２で共用されている。
　なお、図６に示した表示装置においては、２つの表示パネルＰＮＬ１、ＰＮＬ２のパネ
ルサイズ（走査ライン数）が異なる場合の構成を示したが、例えば、同一のパネルサイズ
の表示パネルを２枚備えるものであってもよい。
【０００６】
　また、ゲートドライバＧＤＲは、表示パネルＰＮＬ１、ＰＮＬ２に配設された各走査ラ
イン群ＳＬｍ、ＳＬｓに対応する別個のドライバチップの形態を有するものであってもよ
いし、図６に示したように、単一のドライチップの形態を有するものであってもよい。す
なわち、ゲートドライバＧＤＲに設けられた複数段のシフト信号生成部により、全ての走
査ラインに順次走査信号を印加することができるものであればよい。
【０００７】
　また、各表示パネルＰＮＬ１、ＰＮＬ２の共通電極にコモン信号電圧Ｖcom1、Ｖcom2を
印加するコモン電圧発生部ＣＯＭ１、ＣＯＭ２についても、図６に示したように、各表示
パネルＰＮＬ１、ＰＮＬ２に対応するように個別に設けられた構成を有するものであって
もよいし、単一のコモン電圧発生部から各表示パネルＰＮＬ１、ＰＮＬ２に個別のコモン
信号電圧Ｖcom1、Ｖcom2を印加するものであってもよい。
【０００８】
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　このような構成を有する表示装置については、例えば、特許文献１等に詳しく記載され
ている。すなわち、特許文献１等には、図６に示したように、例えば、走査ライン数が２
４０本、データライン数が５２８（１７６×ＲＧＢ）本の表示パネルＰＮＬ１と、走査ラ
イン数が６４本、データライン数が２６４（８８×ＲＧＢ）本の表示パネルＰＮＬ２と、
を備え、ソースドライバＳＤＲから延在するデータライン群ＤＬ１～ＤＬ５２８のうち、
データライン群ＤＬ１～ＤＬ２６４が、２つの表示パネルＰＮＬ１、ＰＮＬ２で共用する
構成を有している。
【０００９】
　図７は、従来技術における表示装置の表示駆動制御方法の一例を示すタイミングチャー
トである。
　上述したような表示装置における表示駆動制御方法は、例えば、図７に示すように、ま
ず、ゲートドライバＧＤＲから、小さいパネルサイズの表示パネルＰＮＬ２の走査ライン
群ＳＬｓ（ＳＬ１～ＳＬ６４）に対して、走査信号Ｓ１～Ｓ６４を順次印加して選択駆動
し、このタイミングに同期して、ソースドライバＳＤＲから表示パネルＰＮＬ２の各行に
対応した表示信号Ｄ１～Ｄ２６４を、データライン群ＤＬｓ（ＤＬ１～ＤＬ２６４）に供
給して各行の表示画素に書き込んだ後、引き続き、大きいパネルサイズの表示パネルＰＮ
Ｌ１の走査ライン群ＳＬｍ（ＳＬ６５～ＳＬ３０４）に対して、走査信号Ｓ６５～Ｓ３０
４を順次印加して選択駆動し、このタイミングに同期して、ソースドライバＳＤＲから表
示パネルＰＮＬ１の各行に対応した表示信号Ｄ１～Ｄ５２８を、データライン群ＤＬｍ（
ＤＬ１～ＤＬ５２８）に供給して各行の表示画素に書き込むことにより、表示パネルＰＮ
Ｌ１及びＰＮＬ２の各々に、所望の画像情報が表示される。
【００１０】
　ここで、上述した表示パネルＰＮＬ２に表示データを書き込んだ後、表示パネルＰＮＬ
１に表示信号を書き込む一連の表示駆動制御動作は、図７に示すように、１フレーム期間
を１サイクルとして順次実行される。すなわち、１フレーム期間に、各表示パネルＰＮＬ
１、ＰＮＬ２を表示駆動する個別の動作期間を時系列的（シリアル）に設定した駆動方法
が採用されている。
　なお、図７に示した表示駆動制御方法においては、パネルサイズが小さい表示パネルＰ
ＮＬ２に表示信号を書き込んだ後、パネルサイズの大きい表示パネルＰＮＬ１に表示信号
を書き込む場合について説明したが、表示パネルＰＮＬ１に表示信号を書き込んだ後、表
示パネルＰＮＬ２に表示信号を書き込むものであってもよい。
【００１１】
【特許文献１】特開２００３－３２３１６４号公報　（図７～図９　第６頁～第７頁）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、上述したような従来技術においては、次に示すような問題点を有してい
る。
　すなわち、特許文献１等に記載された表示装置においては、図７に示したように、１フ
レーム期間を１サイクルとして、表示パネルＰＮＬ２及びＰＮＬ１に表示信号を順次書き
込むとともに、該１フレーム期間ごとに、コモン信号電圧Ｖcom（Ｖcom1、Ｖcom2）の信
号極性を反転制御する、フレーム反転駆動方式の制御動作について記載されている。
　このようなフレーム反転駆動方式においては、周知のように、表示画素（画素容量）を
構成する液晶分子に印加される電圧極性が、１フレーム期間の比較的長い期間、特定の極
性に保持されることにより、液晶の劣化や焼き付き、フリッカによる表示画質の劣化等が
生じるため、このような現象を抑制するために、例えば、フレーム（又は、フィールド）
反転駆動、かつ、ライン（行）反転駆動方式を適用することが望ましい。
【００１３】
　図８は、従来技術における表示装置を、フレーム反転、かつ、ライン反転駆動方式によ
り表示駆動する場合のタイミングチャートである。ここでは、後述する発明の実施形態と
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の対比の関係上、図６に示した表示装置において、表示パネルＰＮＬ１として走査ライン
を３２０本、表示パネルＰＮＬ２として走査ラインを１６０本有するとともに、同数のデ
ータラインを有する場合であって、１フレーム期間に、表示パネルＰＮＬ１に表示信号を
書き込んだ後、表示パネルＰＮＬ２に表示信号を書き込む場合について説明する。
【００１４】
　すなわち、例えば、図８に示すように、１フレーム期間で、ゲートドライバＧＤＲによ
り、表示パネルＰＮＬ１の１行目から３２０行目までを走査した後、表示パネルＰＮＬ２
の１行目から１６０行目を走査する。そして、各行（走査ライン）の駆動タイミングに同
期して、ソースドライバＳＤＲにより、データラインを介して表示信号が一斉に供給され
るとともに、（１ラインごとに）コモン信号電圧Ｖcom1、Ｖcom2の信号極性を反転制御す
る。さらに、１フレーム期間ごとに、当該コモン信号電圧Ｖcom1、Ｖcom2の信号極性を反
転制御する。これにより、走査ライン数が各表示パネルＰＮＬ１、ＰＮＬ２の総数である
４８０本（＝３２０本＋１６０本）を有する表示パネルを、フレーム反転駆動、かつ、ラ
イン反転駆動している場合と同等の駆動周期（周波数）で、コモン信号電圧Ｖcom1、Ｖco
m2が反転駆動される。
【００１５】
　なお、図８において、ＢＰ（バックポーチ）は垂直同期タイミング（１フレーム期間の
開始タイミング）から表示パネルＰＮＬ１の表示有効期間までの非表示期間、ＭＰ（ミド
ルポーチ）は表示パネルＰＮＬ１の表示有効期聞から表示パネルＰＮＬ２の表示有効期間
までの非表示期間、ＦＰ（フロントポーチ）は表示パネルＰＮＬ２の表示有効期間から次
の垂直同期タイミングまでの非表示期間であって、いわゆる、垂直帰線期間を示す。
【００１６】
　上述したようなフレーム反転駆動、かつ、ライン反転駆動方式においては、例えば、２
つの表示パネルＰＮＬ１、ＰＮＬ２の一方のみを表示駆動している場合であっても、常に
双方の表示パネルＰＮＬ１、ＰＮＬ２の共通電極にコモン信号電圧Ｖcom1、Ｖcom2を印加
し続ける必要がある。
【００１７】
　すなわち、一方の表示パネル（例えば、表示パネルＰＮＬ１）のみを表示駆動している
場合には、他方の表示パネル（例えば、表示パネルＰＮＬ２）は、実質的に垂直帰線期間
と同等の駆動状態（非表示状態）に設定されている。この場合、非表示状態（垂直帰線期
間中）にある表示パネル（表示パネルＰＮＬ２）における消費電力を低減するために、当
該表示パネルの共通電極に供給されるコモン信号電圧（Ｖcom2）の反転駆動を停止した場
合、表示状態において表示画素に保持された電荷がリーク等することにより、表示画面に
縞状のノイズが発生して表示画質が劣化するため、非表示状態であってもコモン信号電圧
の反転駆動を停止させることができなかった。
　そのため、常に双方の表示パネルにコモン信号電圧を印加し続け、かつ、所定の周期で
反転駆動する必要があったため、コモン信号電圧の駆動制御のための消費電力が増大する
という問題を有していた。
【００１８】
　そこで、本発明は、上述した課題に鑑み、２以上の表示パネルを備えた表示装置におい
て、各表示パネルに印加するコモン信号電圧の反転駆動に係る駆動周期（周波数）を低減
して、消費電力の削減を図ることができる表示装置及びその駆動制御方法を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　請求項１記載の発明は、走査ラインと信号ラインの交点に対応させて第一の表示画素が
配置されているとともに、前記第一の表示画素間で等しい電圧レベルに設定される第１の
コモン電極を有する第１の表示パネルと、走査ラインと信号ラインの交点に対応させて第
２の表示画素が配置されているとともに、前記第２の表示画素間で等しい電圧レベルに設
定される第２のコモン電極を有する第２の表示パネルと、走査ラインが選択状態にされる
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表示パネルが前記第１の表示パネルと前記第２の表示パネルとの間で１フレーム内に複数
回切り換わるように、前記第１の表示パネルの各走査ラインと前記第２の表示パネルの各
走査ラインとを所定の順序で選択状態にする走査駆動部と、前記第１のコモン電極に対し
て互いに異なる２つの電圧レベルが交互に切り換わる第１のコモン信号を供給するととも
に、前記第２のコモン電極に対して互いに異なる２つの電圧レベルが交互に切り換わる第
２のコモン信号を供給するコモン電極駆動部と、を備え、前記コモン電極駆動部は、前記
第２の表示パネルの何れかの走査ラインが選択状態にされる毎に第１の所定のタイミング
で電圧レベルが切り換わるように、且つ、前記第１の所定のタイミングで切り換わった電
圧レベルが次回における前記第１の所定のタイミングまで維持されるように、前記第２の
コモン信号の電圧レベルを切り換えることを特徴とする。
 
【００２０】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の表示装置において、前記コモン電極駆動部は、
前記第１の表示パネルの何れかの走査ラインが選択状態にされる毎に第２の所定のタイミ
ングで電圧レベルが切り換わるように、且つ、前記第２の所定のタイミングで切り換わっ
た電圧レベルが次回における前記第２の所定のタイミングまで維持されるように、前記第
１のコモン信号の電圧レベルを切り換えることを特徴とする。
 
【００２１】
　請求項３記載の発明は、請求項１または２に記載の表示装置において、前記第１の表示
パネルと前記第２の表示パネルは、互いに前記走査ラインの数が異なるとともに前記走査
ラインの数の比がｉ：ｊ（ｉ、ｊは任意の１桁の正の整数）であり、前記走査駆動部は、
前記第１の表示パネルに対してｉ行分の走査ラインを1走査ラインずつ順次選択状態にし
た後、前記第２の表示パネルに対してｊ行分の走査ラインを1走査ラインずつ順次選択状
態にすることを特徴とする。
 
【００２２】
　請求項４記載の発明は、請求項１から３の何れかに記載の表示装置において、前記第１
の表示パネルの信号ラインと前記第２の表示パネルの信号ラインとが接続されていること
を特徴とする。
 
【００２３】
　請求項５記載の発明は、請求項１から４の何れかに記載の表示装置において、前記コモ
ン信号駆動部は、前記第２の表示パネルの何れかの走査ラインが選択状態にされていると
きは、前記第１のコモン信号の電圧レベルと前記第２のコモン信号の電圧レベルとを等し
い電圧レベルに設定することを特徴とする。
 
【００２４】
　請求項６記載の発明は、請求項１記載の表示装置において、前記コモン電極駆動部は、
前記第１の表示パネルで選択される走査ラインの切り換わりタイミングと前記第２のコモ
ン信号における電圧レベルの切り換わりタイミングとに基づいて前記第１のコモン信号に
おける電圧レベルを切り換えることを特徴とする。
 
【００２５】
　請求項７記載の発明は、走査ラインと信号ラインの交点に対応させて第一の表示画素が
配置されているとともに、前記第一の表示画素間で等しい電圧レベルに設定される第１の
コモン電極を有する第１の表示パネルと、走査ラインと信号ラインの交点に対応させて第
２の表示画素が配置されているとともに、前記第２の表示画素間で等しい電圧レベルに設
定される第２のコモン電極を有する第２の表示パネルと、を備え、前記第１の表示パネル
と前記第２の表示パネルは、前記走査ラインの数の比がｉ：ｊ（ｉ、ｊは任意の１桁の正
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の整数）になっている表示装置の駆動制御方法であって、前記第２の表示パネルに対して
ｊ行分の走査ラインを1走査ラインずつ順次選択状態にする第１のステップと、前記第１
の表示パネルに対してｉ行分の走査ラインを1走査ラインずつ順次選択状態にする第２の
ステップと、１フレーム内で前記第１のステップと前記第２のステップを複数回繰り返す
第３のステップと、前記第２の表示パネルの何れかの走査ラインが選択状態にされる毎に
所定のタイミングで前記第２のコモン電極に印加される電圧レベルを切り換えるとともに
、前記所定のタイミングで切り換わった電圧レベルを次回における前記所定のタイミング
まで前記第２のコモン電極に維持させる第４のステップと、を有することを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、消費電力を削減することができる。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下に、本発明に係る表示装置及びその駆動制御方法の実施の形態を示して詳しく説明
する。
　＜全体構成＞
　まず、本発明に係る表示装置の全体構成について説明する。
　図１は、本発明に係る表示装置の一実施形態を示す全体構成図である。
【００３５】
　本発明に係る表示装置は、図１に示すように、大別して、複数の液晶表示画素が２次元
配列され、各々所定のパネルサイズを有するメイン表示パネル（第１の表示パネル）１０
ｍ及びサブ表示パネル（第２の表示パネル）１０ｓと、メイン表示パネル１０ｍ及びサブ
表示パネル１０ｓに共通して、列方向に延在するように配設されたデータライン群Ｌｄと
、該データライン群Ｌｄに接続された唯一のデータドライバ（ソースドライバ；信号駆動
部）２０と、メイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓの各々の行方向に延在す
るように配設された走査ライン群Ｌsm、Ｌssと、メイン表示パネル１０ｍの走査ライン群
Ｌsmに接続されたメイン走査ドライバ（図示の都合上、「メインドライバ」と記す；走査
駆動部）３０ｍと、サブ表示パネル１０ｓの走査ライン群Ｌssに接続されたサブ走査ドラ
イバ（図示の都合上、「サブドライバ」と記す；走査駆動部）３０ｓと、ＲＧＢデコーダ
４１及び反転アンプ４２からなる表示信号生成回路４０と、メイン表示パネル１０ｍの共
通電極（対向電極）にメインコモン信号電圧（第１のコモン信号電圧）Ｖcommを印加する
メインコモン信号駆動回路（図示の都合上、「メイン駆動部」と記す；コモン信号駆動部
）６０ｍと、サブ表示パネル１０ｓの共通電極にサブコモン信号電圧（第２のコモン信号
電圧）Ｖcomsを印加するサブコモン信号駆動回路（図示の都合上、「サブ駆動部」と記す
；コモン信号駆動部）６０ｓと、少なくとも上記データドライバ２０、メイン走査ドライ
バ３０ｍ、サブ走査ドライバ３０ｓ、メインコモン信号駆動回路６０ｍ及びサブコモン信
号駆動回路６０ｓに所定の制御信号を供給するＬＣＤコントローラ（制御部）５０と、を
備えて構成されている。
【００３６】
　なお、図示を省略したが、上記メイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓが透
過型の液晶表示パネルからなる場合には、該メイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル
１０ｓの背面側に、冷陰極線管等の光源、及び、アクリル板等の導光板からなるバックラ
イトが設けられている。
【００３７】
　以下、各構成について、詳しく説明する。
　メイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓは、いずれも周知のアクティブマト
リクス型の駆動方式に対応したパネル構造を有する液晶表示パネルであって、各々、対向
する透明基板間に、互いに直交する方向に配設されたデータライン群Ｌｄ及び走査ライン
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群Ｌｓと、データライン群Ｌｄ及び走査ライン群Ｌｓの各交点近傍に配置され、該データ
ライン群Ｌｄ及び走査ライン群Ｌｓに各々接続された複数の液晶表示画素（画素トランジ
スタ、画素容量及び補助容量）と、を備えている。
【００３８】
　ここで、図１においては、メイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓに配設さ
れるデータラインの本数を同一に設定した場合を示したが、従来技術（図６参照）に示し
たように、メイン表示パネル１０ｍに対してサブ表示パネル１０ｓに配設されるデータラ
インの本数が少なく設定されているものであってもよい。
【００３９】
　なお、上記メイン表示パネル１０ｍ、サブ表示パネル１０ｓ、データライン群Ｌｄ及び
走査ライン群Ｌｓは、例えば、単一のフレキシブルプリント基板上に搭載（マウント）さ
れた構成を有しているものであってもよく、さらには、後述するデータドライバ２０及び
メイン走査ドライバ３０ｍ、サブ走査ドライバ３０ｓも当該フレキシブルプリント基板上
に実装された構成を有するものであってもよい。
【００４０】
　データドライバ２０は、上記メイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓに共通
に配設されたデータライン群Ｌｄが接続され、ＬＣＤコントローラ５０から供給される水
平制御信号に基づいて、表示信号生成回路４０から供給される、例えば、Ｒ（赤）、Ｇ（
緑）、Ｂ（青）各色の輝度信号（表示信号）を１行単位で取り込み保持し、該輝度信号に
対応する表示信号電圧をデータライン群Ｌｄに一斉に供給する。
【００４１】
　また、メイン走査ドライバ３０ｍ及びサブ走査ドライバ３０ｓは、各々、上記メイン表
示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓに配設された各走査ライン群Ｌsm及びＬssが接
続され、ＬＣＤコントローラ５０から出力される垂直制御信号に基づいて、メイン表示パ
ネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓの各走査ラインに所定の走査信号（選択信号）を順
次印加して選択状態とする。これにより、該選択タイミングに同期して、上記データライ
ン群Ｌｄと交差する位置の液晶表示画素に、データドライバ２０から輝度信号に対応する
表示信号電圧を印加することにより、当該行（走査ライン）の液晶表示画素に表示信号電
圧が書き込まれる。
【００４２】
　特に、本発明に係るメイン走査ドライバ３０ｍ及びサブ走査ドライバ３０ｓにおいては
、パネルサイズ（走査ライン群の本数）が異なる２つのメイン表示パネル１０ｍ及びサブ
表示パネル１０ｓに対して、当該パネルサイズ（走査ラインの本数）の比（ｉ：ｊ；ｉ、
ｊは任意の正の整数）に応じたタイミングで、メイン表示パネル１０ｍのｉ行分の走査ラ
インに走査信号を順次印加して選択駆動した後、サブ表示パネル１０ｓのｊ行分の走査ラ
インに走査信号を順次印加して選択駆動する制御動作を、メイン表示パネル１０ｍ及びサ
ブ表示パネル１０ｓ間で交互に繰り返すことにより、メイン表示パネル１０ｍ及びサブ表
示パネル１０ｓの各行の液晶表示画素に輝度信号に応じた表示信号電圧を順次書き込むよ
うに構成されている。ここで、メイン走査ドライバ及びサブ走査ドライバを含む、本発明
に係る表示駆動手段の機能については、後述する駆動制御方法において詳しく説明する。
【００４３】
　なお、図１においては、本発明に係る表示装置の概略構成を示す機能ブロックを表して
いるので、各表示パネルに対応して設けられるメイン走査ドライバ３０ｍ及びサブ走査ド
ライバ３０ｓを個別の構成として示したが、これらの走査ドライバを単一のドライバチッ
プに一体的に設けた構成を有するものであってもよいし、図示したように個別のドライバ
チップを設けた構成としてもよい。
【００４４】
　表示信号生成回路４０を構成するＲＧＢデコーダ４１は、例えば、表示装置の外部から
供給される画像入力信号からＲ、Ｇ、Ｂの各色信号（ＲＧＢ信号）を抽出し、反転アンプ
４２に出力する。また、反転アンプ４２は、ＬＣＤコントローラ５０から供給される極性
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反転信号（フレーム／ライン反転信号）ＦＲＰｐに基づいて、ＲＧＢデコーダ４１により
抽出されたＲＧＢ信号の極性を反転処理して、ＲＧＢ反転信号を生成してデータドライバ
２０に輝度信号（アナログ信号）として出力する。
【００４５】
　ＬＣＤコントローラ５０は、表示装置の外部から供給される（あるいは、ＲＧＢデコー
ダ４１により画像入力信号から抽出された）水平同期信号Ｈ及び垂直同期信号Ｖ等に基づ
いて、上記極性反転信号ＦＲＰｐ、及び、極性反転信号ＦＲＰｍ、ＦＲＰｓを生成して、
反転アンプ４２及び後述するメインコモン信号駆動回路６０ｍ、サブコモン信号駆動回路
６０ｓに個別に供給するとともに、水平制御信号及び垂直制御信号を生成して、各々、デ
ータドライバ２０及びメイン走査ドライバ３０ｍ、サブ走査ドライバ３０ｓに供給するこ
とにより、所定のタイミングで各液晶表示画素（画素電極側）に輝度信号に対応する表示
信号電圧を印加して、メイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓに画像入力信号
に基づく所定の画像情報を表示させる制御を行う。
【００４６】
　ここで、本実施形態に係るＬＣＤコントローラ５０は、データドライバ２０及びメイン
走査ドライバ３０ｍ、サブ走査ドライバ３０ｓに供給する水平制御信号及び垂直制御信号
、並びに、反転アンプ４２及びメインコモン信号駆動回路６０ｍ、サブコモン信号駆動回
路６０ｓに供給する極性反転信号ＦＲＰｐ、ＦＲＰｍ、ＦＲＰｓを制御することにより、
後述するような本実施形態特有の駆動制御動作を実行する。特に、メイン表示パネル１０
ｍ及びサブ表示パネル１０ｓに表示信号電圧を書き込む走査期間に、メイン表示パネル１
０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓの各行を走査（走査ラインに走査信号を印加）する動作を
、所定数の行ごとにメイン走査ドライバ３０ｍとサブ走査ドライバ３０ｓとの間で切り替
えて、交互に繰り返すように垂直制御信号を設定する。
【００４７】
　メインコモン信号駆動回路６０ｍ及びサブコモン信号駆動回路６０ｓは、各々、上記メ
イン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓに設けられた共通電極に接続され、ＬＣ
Ｄコントローラ５０から出力される極性反転信号ＦＲＰｍ、ＦＲＰｓに基づいて、メイン
表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓの各液晶表示画素（画素電極）に印加される
表示信号電圧に対して、信号極性が反転するように設定されたメインコモン信号電圧Ｖco
mm、サブコモン信号電圧Ｖcomsを各共通電極に印加する。
【００４８】
　次に、上述した構成を有する表示装置における駆動制御動作について、図面を参照して
説明する。ここで、以下に示す駆動制御動作（表示駆動制御方法）は、上述したＬＣＤコ
ントローラ５０から供給される各種の制御信号に基づいて実行される。
　＜第１の実施形態＞
　図２は、本発明に係る液晶表示装置における駆動制御動作（駆動制御方法）の第１の実
施形態を示すタイミングチャートである。ここでは、上述した構成を有する表示装置（図
１参照）において、メイン表示パネル１０ｍに配設される走査ライン数が３２０本、サブ
表示パネル１０ｓに配設される走査ラインの数が１６０本に設定され、パネルサイズ（走
査ライン数）の比が２：１の場合の駆動制御方法について説明する。なお、データライン
数は、メイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓのいずれにおいても、任意であ
って、本実施形態では同数であるとする。
【００４９】
　本実施形態に係る表示装置の駆動制御方法は、図２に示すように、１フレーム期間内の
１走査期間において、まず、タイミングＴ１でメイン走査ドライバ３０ｍがＬＣＤコント
ローラ５０から供給される垂直制御信号に基づいて、メイン表示パネル１０ｍの１行目の
走査ラインにハイレベルの走査信号Ｓ１ｍを印加し、次いで、タイミングＴ２で２行目の
走査ラインにハイレベルの走査信号Ｓ２ｍを順次印加する。
【００５０】
　このタイミングに同期して、タイミングＴ１でデータドライバ２０からメイン表示パネ
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ル１０ｍの１行目の液晶表示画素に対応する表示信号電圧を、また、タイミングＴ２でメ
イン表示パネル１０ｍの２行目の液晶表示画素に対応する表示信号電圧を、各データライ
ンを介して一斉に印加することにより、所定の輝度信号をメイン表示パネル１０ｍの１行
目及び２行目に順次書き込む。
【００５１】
　ここで、タイミングＴ１で印加される表示信号電圧は、所定の表示中心電圧に対して正
極性となる信号電圧に設定され、タイミングＴ２で印加される表示信号電圧は、当該表示
中心電圧に対して負極性となる信号電圧に設定される。また、メインコモン信号駆動回路
６０ｍからメイン表示パネル１０ｍの共通電極に印加されるメインコモン信号電圧Ｖcomm
は、上記タイミングＴ１でコモン信号中心電圧Ｖcomcに対して負極性となる信号電圧（ロ
ーレベル）に設定され、タイミングＴ２で当該コモン信号中心電圧Ｖcomcに対して正極性
（ハイレベル）となる信号電圧に設定される。
【００５２】
　一方、このタイミングＴ１、Ｔ２においては、サブ表示パネル１０ｓ側では、表示デー
タの書込み動作は行われないので、ＬＣＤコントローラ５０から供給される垂直制御信号
に基づいて、サブ表示パネル１０ｓの各走査ラインには、サブ走査ドライバ３０ｓからロ
ーレベルの走査信号Ｓ１ｓ～Ｓ１６０ｓが印加されるとともに、ＬＣＤコントローラ５０
から供給される極性反転信号ＦＲＰｓに基づいて、サブ表示パネル１０ｓの共通電極には
、サブメインコモン信号駆動回路６０ｓからハイ、ローのいずれかの信号レベルを有する
サブコモン信号電圧Ｖcomsが印加され、さらに、連続するタイミングＴ１、Ｔ２の期間中
、例えば、同一の信号レベル（図２ではローレベル）のサブコモン信号電圧Ｖcomsが継続
して印加されるように制御される。
【００５３】
　次いで、タイミングＴ３でサブ走査ドライバ３０ｓがＬＣＤコントローラ５０から供給
される垂直制御信号に基づいて、サブ表示パネル１０ｓの１行目の走査ラインに対して、
ハイレベルの走査信号Ｓ１ｓを印加する。
　このタイミングＴ３に同期して、データドライバ２０からサブ表示パネル１０ｓの１行
目の液晶表示画素に対応する正極性の表示信号電圧を、各データラインを介して一斉に印
加することにより、所定の輝度信号をサブ表示パネル１０ｓの１行目に書き込む。ここで
、サブ表示パネル１０ｓの共通電極にはサブコモン信号駆動回路６０ｓからローレベルの
サブコモン信号電圧Ｖcomsが印加される。これにより、タイミングＴ１～Ｔ３の期間で同
一の信号レベル（ローレベル）を有するサブコモン信号電圧Ｖcomsが継続して印加される
。
【００５４】
　一方、このタイミングＴ３においては、メイン表示パネル１０ｍ側では、表示データの
書込み動作は行われないので、ＬＣＤコントローラ５０から供給される垂直制御信号に基
づいて、メイン表示パネル１０ｍの各走査ラインには、メイン走査ドライバ３０ｍからロ
ーレベルの走査信号Ｓ１ｍ～Ｓ３２０ｍが印加されるとともに、ＬＣＤコントローラ５０
から供給される極性反転信号ＦＲＰｍに基づいて、メイン表示パネル１０ｍの共通電極に
は、メインコモン信号駆動回路６０ｍからハイ、ローのいずれかの信号レベル（図２では
ローレベル）を有するメインコモン信号電圧Ｖcommが印加される。
【００５５】
　次いで、タイミングＴ４、Ｔ５でメイン走査ドライバ３０ｍが垂直制御信号に基づいて
、メイン表示パネル１０ｍの３、４行目の走査ラインに対して、ハイレベルの走査信号Ｓ
３ｍ、Ｓ４ｍを順次印加する。
　このタイミングに同期して、タイミングＴ４でデータドライバ２０からメイン表示パネ
ル１０ｍの３行目の液晶表示画素に対応する正極性の表示信号電圧を、また、タイミング
Ｔ５でメイン表示パネル１０ｍの４行目の液晶表示画素に対応する負極性の表示信号電圧
を、各データラインを介して一斉に印加することにより、所定の輝度信号を３行目及び４
行目に順次書き込む。ここで、メイン表示パネル１０ｍの共通電極には、メインコモン信
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号駆動回路６０ｍから、タイミングＴ４でローレベル、また、タイミングＴ５でハイレベ
ルとなるメインコモン信号電圧Ｖcommが順次印加される。これにより、タイミングＴ３、
Ｔ４の期間で同一の信号レベル（ローレベル）を有するメインコモン信号電圧Ｖcommが継
続して印加される。
【００５６】
　すなわち、タイミングＴ１、Ｔ２、Ｔ４、Ｔ５、Ｔ７、Ｔ８、・・・に着目すると、メ
イン表示パネル１０ｍの各行の液晶表示画素の画素電極に、正極性と負極性の表示信号電
圧が交互に印加されるとともに、メイン表示パネル１０ｍの共通電極に、ローレベルとハ
イレベルのメインコモン信号電圧Ｖcommが交互に印加されることになり、メイン表示パネ
ル１０ｍにおいて、ライン（行）反転駆動が実行される。
【００５７】
　一方、タイミングＴ４、Ｔ５においては、サブ表示パネル１０ｓ側では、垂直制御信号
に基づいてサブ走査ドライバ３０ｓから、各走査ラインにローレベルの走査信号Ｓ１ｓ～
Ｓ１６０ｓが印加されるとともに、極性反転信号ＦＲＰｓに基づいてサブコモン信号駆動
回路６０ｓから、共通電極にハイ、ローのいずれかの信号レベル（図２ではハイレベル）
を有するサブコモン信号電圧Ｖcomsが継続して印加される。
【００５８】
　次いで、タイミングＴ６でサブ走査ドライバ３０ｓが垂直制御信号に基づいて、サブ表
示パネル１０ｓの２行目の走査ラインに対して、ハイレベルの走査信号Ｓ２ｓを印加する
。
　このタイミングＴ６に同期して、データドライバ２０からサブ表示パネル１０ｓの２行
目の液晶表示画素に対応する負極性の表示信号電圧を、各データラインを介して一斉に印
加することにより、所定の輝度信号をサブ表示パネル１０ｓの２行目に書き込む。ここで
、サブ表示パネル１０ｓの共通電極にはサブコモン信号駆動回路６０ｓからハイレベルの
サブコモン信号電圧Ｖcomsが印加される。これにより、タイミングＴ４～Ｔ６の期間で同
一の信号レベル（ハイレベル）を有するサブコモン信号電圧Ｖcomsが継続して印加される
。
【００５９】
　すなわち、上述したタイミングＴ３、Ｔ６、Ｔ９、・・・に着目すると、サブ表示パネ
ル１０ｓの各行の液晶表示画素の画素電極に、正極性と負極性の表示信号電圧が交互に印
加されるとともに、サブ表示パネル１０ｓの共通電極に、ローレベルとハイレベルのサブ
コモン信号電圧Ｖcomsが交互に印加されることになり、サブ表示パネル１０ｓにおいて、
ライン（行）反転駆動が実行される。
【００６０】
　一方、このタイミングＴ６においては、メイン表示パネル１０ｍ側では、垂直制御信号
に基づいてメイン走査ドライバ３０ｍから、メイン表示パネル１０ｍの各走査ラインに、
ローレベルの走査信号Ｓ１ｍ～Ｓ３２０ｍが印加されるとともに、極性反転信号ＦＲＰｍ
に基づいてメインコモン信号駆動回路６０ｍから、メイン表示パネル１０ｍの共通電極に
、ハイ、ローのいずれかの信号レベル（図２ではハイレベル）を有するメインコモン信号
電圧Ｖcommが印加される。これにより、タイミングＴ５、Ｔ６の期間で同一の信号レベル
（ハイレベル）を有するメインコモン信号電圧Ｖcommが継続して印加される。
【００６１】
　以下、メイン表示パネル１０ｍの２行分の走査ラインを選択駆動した後、サブ表示パネ
ル１０ｓの１行分の走査ラインを選択駆動する、同様の制御動作をタイミングＴ４８０ま
で交互に繰り返し実行することにより、１フレーム期間内の１走査期間（表示期間）に、
３２０本の走査ラインを有するメイン表示パネル１０ｍ、及び、１６０本の走査ラインを
有するサブ表示パネル１０ｓの双方に所望の輝度信号（表示信号電圧）を書き込んで、画
像情報として表示することができる。
【００６２】
　また、上述した１走査期間におけるメイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓ
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の各行の液晶表示画素（画素電極及び共通電極）に印加される表示信号電圧及びメインコ
モン信号電圧Ｖcomm、サブコモン信号電圧Ｖcomsについて、１フレーム期間内の１走査期
間終了後に設けられる垂直帰線期間（非表示期間）に、上記走査期間における各タイミン
グＴ１～Ｔ４８０と同一の時間幅で奇数タイミング（例えば、３タイミング）を割り当て
ることにより、次の１フレーム期間（走査期間）における各々の信号極性が反転されるこ
とになり、メイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓにおいて、フレーム反転駆
動が実行される。
【００６３】
　また、図２に示したように、例えば、サブ表示パネル１０ｓを走査駆動するときの、メ
イン表示パネル１０ｍ側のメインコモン信号電圧Ｖcommの信号極性を、サブ表示パネル１
０ｓのサブコモン信号電圧Ｖcomsの信号極性と同極性に設定し、また、メイン表示パネル
１０ｍを走査駆動するときの、サブ表示パネル１０ｓ側のサブコモン信号電圧Ｖcomsの信
号極性を、次回走査駆動される際のサブ表示パネル１０ｓのサブコモン信号電圧Ｖcomsの
信号極性と同極性に設定することにより、１走査期間において両表示パネルを走査駆動し
たときのメイン表示パネル１０ｍに印加されるメインコモン信号電圧Ｖcommの反転駆動回
数を、メイン表示パネル１０ｍの走査ライン数と同じにすることができるとともに、サブ
表示パネル１０ｓに印加されるサブコモン信号電圧Ｖcomsの反転駆動回数を、サブ表示パ
ネル１０ｓの走査ライン数と同じにすることができる。
【００６４】
　なお、一方の表示パネルを走査駆動する際に、他方の表示パネルの共通電極に印加され
るコモン信号電圧の信号極性は、上述したような一方の表示パネルの共通電極に印加され
るコモン信号電圧の信号極性と同極性に設定するものに限定されるものではなく、例えば
、逆極性に設定するものや、任意の所定回数ごとに１回だけ逆極性に設定するものであっ
てもよい。要するに、メイン表示パネル及びサブ表示パネルにおける１画面分の輝度信号
の書き込み期間（１走査期間）中に、各コモン信号電圧の信号極性の合計に偏りが生じな
い（すなわち、正極性と負極性の回数が同一になる）ように設定されるものであれば、他
の手法を適用するものであってもよい。
【００６５】
　したがって、従来、２つの表示パネルを備えた表示装置において、フレーム反転駆動、
かつ、ライン反転駆動方式により、各表示パネルを順次走査駆動して輝度信号を書き込む
場合、各表示パネルの共通電極に個別に印加するコモン信号電圧のいずれも、双方の表示
パネルに配設された走査ラインの総数に対応する回数だけ反転駆動させる必要があったが
、本実施形態に係る表示装置、及び、該表示装置に適用される表示駆動手段（図１に示し
た表示装置の各構成のうち、少なくともメイン表示パネル及びサブ表示パネルを除いた構
成）並びにその駆動制御方法によれば、メイン表示パネル側ではコモン信号電圧をメイン
表示パネルに配設された走査ライン数に対応する回数だけ反転駆動させればよく、また、
サブ表示パネル側においてもコモン信号電圧をサブ表示パネルに配設された走査ライン数
に対応する回数だけ反転駆動させればよいので、コモン信号電圧の反転駆動に係る駆動周
期（周波数）を低減して、消費電力の削減を図ることができる。
　また、メイン表示パネル及びサブ表示パネルを、フレーム反転駆動、かつ、ライン反転
駆動することができるので、表示画素を構成する液晶の劣化や焼き付き、フリッカによる
表示画質の劣化等を抑制することができる。
【００６６】
　＜第２の実施形態＞
　次に、上述した構成を有する表示装置における駆動制御動作の第２の実施形態について
、図面を参照して説明する。
　図３は、本発明に係る液晶表示装置における駆動制御動作（駆動制御方法）の第２の実
施形態を示すタイミングチャートである。なお、上述した第１の実施形態と同等の制御動
作については、その説明を簡略化又は省略する。
【００６７】
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　本実施形態においては、上述した構成を有する表示装置（図１参照）において、メイン
表示パネル１０ｍに配設される走査ライン数が３２０本、サブ表示パネル１０ｓに配設さ
れる走査ラインの数が１０７本に設定され、パネルサイズ（走査ライン数）の比が概ね３
：１の場合について説明する。なお、本実施形態においても、データライン数は任意であ
り、ここでは同数であるとする。
【００６８】
　本実施形態に係る表示装置の駆動制御方法は、図３に示すように、１フレーム期間内の
１走査期間において、まず、タイミングＴ１～Ｔ３でメイン走査ドライバ３０ｍから、メ
イン表示パネル１０ｍの１行目～３行目の走査ラインに対して、ハイレベルの走査信号Ｓ
１ｍ～Ｓ３ｍを順次印加する。
【００６９】
　このタイミングＴ１～Ｔ３の各々に同期して、データドライバ２０からメイン表示パネ
ル１０ｍの１行目～３行目の各液晶表示画素に対応する表示信号電圧を、各データライン
を介して順次印加することにより、メイン表示パネル１０ｍの１行目～３行目に所定の輝
度信号が順次書き込まれる。
【００７０】
　ここで、タイミングＴ１～Ｔ３でデータドライバ２０から印加される表示信号電圧は、
各々、正、負、正の各極性となる信号電圧に設定され、また、メインコモン信号駆動回路
６０ｍからメイン表示パネル１０ｍの共通電極に印加されるメインコモン信号電圧Ｖcomm
は、各々、負、正、負の各極性となる信号電圧に設定される。
【００７１】
　一方、このタイミングＴ１～Ｔ３においては、サブ表示パネル１０ｓ側では、表示デー
タの書込み動作は行われないので、サブ表示パネル１０ｓの各走査ラインには、サブ走査
ドライバ３０ｓからローレベルの走査信号Ｓ１ｓ～Ｓ１０７ｓが印加されるとともに、サ
ブ表示パネル１０ｓの共通電極には、サブメインコモン信号駆動回路６０ｓからハイ、ロ
ーのいずれかの信号レベル（図３ではローレベル）のサブコモン信号電圧Ｖcomsが継続し
て印加される。
【００７２】
　次いで、タイミングＴ４でサブ走査ドライバ３０ｓから、サブ表示パネル１０ｓの１行
目の走査ラインに対して、ハイレベルの走査信号Ｓ１ｓを印加する。
　このタイミングＴ４に同期して、データドライバ２０からサブ表示パネル１０ｓの１行
目の液晶表示画素に対応する正極性の表示信号電圧を、各データラインを介して一斉に印
加することにより、所定の輝度信号をサブ表示パネル１０ｓの１行目に書き込む。ここで
、サブ表示パネル１０ｓの共通電極にはサブコモン信号駆動回路６０ｓからローレベルの
サブコモン信号電圧Ｖcomsが印加され、これにより、タイミングＴ１～Ｔ４の期間で同一
の信号レベル（ローレベル）を有するサブコモン信号電圧Ｖcomsが継続して印加される。
【００７３】
　一方、このタイミングＴ４においては、メイン表示パネル１０ｍ側では、表示データの
書込み動作は行われないので、各走査ラインにはメイン走査ドライバ３０ｍからローレベ
ルの走査信号Ｓ１ｍ～Ｓ３２０ｍが印加されるとともに、メイン表示パネル１０ｍの共通
電極には、メインコモン信号駆動回路６０ｍからハイ、ローのいずれかの信号レベル（図
３ではローレベル）を有するメインコモン信号電圧Ｖcommが印加される。これにより、タ
イミングＴ３、Ｔ４の期間で同一の信号レベル（ローレベル）を有するメインコモン信号
電圧Ｖcommが継続して印加される。
【００７４】
　次いで、タイミングＴ５～Ｔ７でメイン走査ドライバ３０ｍから、メイン表示パネル１
０ｍの４行目～６行目の走査ラインに対して、ハイレベルの走査信号Ｓ４ｍ～Ｓ６ｍを順
次印加するとともに、このタイミングＴ５～Ｔ７の各々に同期して、データドライバ２０
からメイン表示パネル１０ｍの４行目～６行目の各液晶表示画素に対応する表示信号電圧
を、各データラインを介して順次印加することにより、メイン表示パネル１０ｍの４行目
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～６行目に所定の輝度信号が順次書き込まれる。
【００７５】
　ここで、タイミングＴ５～Ｔ７でデータドライバ２０から印加される表示信号電圧は、
各々、負、正、負の各極性となる信号電圧に設定され、また、メインコモン信号駆動回路
６０ｍからメイン表示パネル１０ｍの共通電極に印加されるメインコモン信号電圧Ｖcomm
は、各々、正、負、正の各極性となる信号電圧信号電圧に設定される。
【００７６】
　すなわち、タイミングＴ１～Ｔ３、Ｔ５～Ｔ７、Ｔ９～、・・・に着目すると、メイン
表示パネル１０ｍの各行の液晶表示画素の画素電極に、正極性と負極性の表示信号電圧が
交互に印加されるとともに、メイン表示パネル１０ｍの共通電極に、ローレベルとハイレ
ベルのメインコモン信号電圧Ｖcommが交互に印加されることになり、メイン表示パネル１
０ｍにおいて、ライン（行）反転駆動が実行される。
【００７７】
　一方、タイミングＴ５～Ｔ７においては、サブ表示パネル１０ｓ側では、サブ走査ドラ
イバ３０ｓから、各走査ラインにローレベルの走査信号Ｓ１ｓ～Ｓ１０７ｓが印加される
とともに、極性反転信号ＦＲＰｓに基づいてサブコモン信号駆動回路６０ｓから、共通電
極にハイ、ローのいずれかの信号レベル（図３ではハイレベル）を有するサブコモン信号
電圧Ｖcomsが継続して印加される。
【００７８】
　次いで、タイミングＴ８でサブ走査ドライバ３０ｓから、サブ表示パネル１０ｓの２行
目の走査ラインに対して、ハイレベルの走査信号Ｓ２ｓを印加する。
　このタイミングＴ８に同期して、データドライバ２０からサブ表示パネル１０ｓの２行
目の液晶表示画素に対応する負極性の表示信号電圧を、各データラインを介して一斉に印
加することにより、所定の輝度信号をサブ表示パネル１０ｓの２行目に書き込む。ここで
、サブ表示パネル１０ｓの共通電極にはサブコモン信号駆動回路６０ｓからハイレベルの
サブコモン信号電圧Ｖcomsが印加され、これにより、タイミングＴ５～Ｔ８の期間で同一
の信号レベル（ハイレベル）を有するサブコモン信号電圧Ｖcomsが継続して印加される。
【００７９】
　すなわち、上述したタイミングＴ４、Ｔ８、・・・に着目すると、サブ表示パネル１０
ｓの各行の液晶表示画素の画素電極に、正極性と負極性の表示信号電圧が交互に印加され
るとともに、サブ表示パネル１０ｓの共通電極に、ローレベルとハイレベルのサブコモン
信号電圧Ｖcomsが交互に印加されることになり、サブ表示パネル１０ｓにおいても、ライ
ン（行）反転駆動が実行される。
【００８０】
　一方、このタイミングＴ８においては、メイン表示パネル１０ｍ側では、メイン走査ド
ライバ３０ｍから各走査ラインに、ローレベルの走査信号Ｓ１ｍ～Ｓ３２０ｍが印加され
るとともに、メインコモン信号駆動回路６０ｍから共通電極に、ハイ、ローのいずれかの
信号レベル（図３ではハイレベル）を有するメインコモン信号電圧Ｖcommが印加される。
これにより、タイミングＴ７、Ｔ８の期間で同一の信号レベル（ハイレベル）を有するメ
インコモン信号電圧Ｖcommが継続して印加される。
【００８１】
　以下、メイン表示パネル１０ｍの３行分の走査ラインを選択駆動した後、サブ表示パネ
ル１０ｓの１行分の走査ラインを選択駆動する、同様の制御動作をタイミングＴ４２８（
タイミングＴ４２７はタイミング調整用のダミー期間）まで交互に繰り返し実行すること
により、１フレーム期間内の１走査期間（表示期間）に、３２０本の走査ラインを有する
メイン表示パネル１０ｍ、及び、１０７本の走査ラインを有するサブ表示パネル１０ｓの
双方に所望の輝度信号（表示信号電圧）を書き込んで、画像情報として表示することがで
きる。
【００８２】
　また、上述した１フレーム期間（１走査期間）における駆動制御方法によれば、メイン
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表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓの各行の液晶表示画素（画素電極及び共通電
極）に印加される表示信号電圧及びメインコモン信号電圧Ｖcomm、サブコモン信号電圧Ｖ
comsの各々の信号極性が、次のフレーム期間では反転されることになり、メイン表示パネ
ル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓにおいて、フレーム反転駆動が実行される。
【００８３】
　そして、図３に示したように、例えば、サブ表示パネル１０ｓを走査駆動するときの、
メイン表示パネル１０ｍ側のメインコモン信号電圧Ｖcommの信号極性を、サブ表示パネル
１０ｓのサブコモン信号電圧Ｖcomsの信号極性と同極性に設定し、また、メイン表示パネ
ル１０ｍを走査駆動するときの、サブ表示パネル１０ｓ側のサブコモン信号電圧Ｖcomsの
信号極性を、次回走査駆動される際のサブ表示パネル１０ｓのサブコモン信号電圧Ｖcoms
の信号極性と同極性に設定することにより、１走査期間にメイン表示パネル１０ｍに印加
されるメインコモン信号電圧Ｖcommの反転駆動回数を、メイン表示パネル１０ｍの走査ラ
イン数と同じにすることができるとともに、サブ表示パネル１０ｓに印加されるサブコモ
ン信号電圧Ｖcomsの反転駆動回数を、サブ表示パネル１０ｓの走査ライン数と同じにする
ことができる。
【００８４】
　したがって、メイン表示パネル及びサブ表示パネルのパネルサイズ（走査ライン数）を
３：１に設定した場合であっても、上述した第１の実施形態と同様に、メイン表示パネル
及びサブ表示パネルに個別に印加するコモン信号電圧を、各々、メイン表示パネル又はサ
ブ表示パネルに配設された走査ライン数に対応する回数だけ反転駆動させればよいので、
コモン信号電圧の反転駆動に係る駆動周期（周波数）を低減して、消費電力の削減を図る
ことができるとともに、メイン表示パネル及びサブ表示パネルを、フレーム反転駆動、か
つ、ライン反転駆動することができるので、表示画素を構成する液晶の劣化や焼き付き、
フリッカによる表示画質の劣化等を抑制することができる。
【００８５】
　＜第３の実施形態＞
　次に、上述した構成を有する表示装置における駆動制御動作の第３の実施形態について
、図面を参照して簡単に説明する。
　図４は、本発明に係る液晶表示装置における駆動制御動作（駆動制御方法）の第３の実
施形態を示すタイミングチャートである。なお、上述した第１及び第２の実施形態と同等
の制御動作については、その説明を簡略化又は省略する。
【００８６】
　本実施形態においては、上述した構成を有する表示装置（図１参照）において、メイン
表示パネル１０ｍに配設される走査ライン数が３２０本、サブ表示パネル１０ｓに配設さ
れる走査ラインの数が８０本に設定され、パネルサイズ（走査ライン数）の比が４：１の
場合について説明する。
【００８７】
　本実施形態に係る表示装置の駆動制御方法は、図４に示すように、１フレーム期間内の
１走査期間において、タイミングＴ１～Ｔ４でメイン走査ドライバ３０ｍから、メイン表
示パネル１０ｍの１行目～４行目の走査ラインに対して、ハイレベルの走査信号Ｓ１ｍ～
Ｓ４ｍを順次印加し、このタイミングＴ１～Ｔ４で、データドライバ２０から当該１行目
～４行目の各液晶表示画素に対応する表示信号電圧を、各データラインを介して順次印加
することにより、メイン表示パネル１０ｍの１行目～４行目に所定の輝度信号が順次書き
込まれる。
【００８８】
　次いで、タイミングＴ５でサブ走査ドライバ３０ｓから、サブ表示パネル１０ｓの１行
目の走査ラインに対して、ハイレベルの走査信号Ｓ１ｓを印加し、このタイミングＴ５で
、データドライバ２０から当該１行目の液晶表示画素に対応する表示信号電圧を、各デー
タラインを介して一斉に印加することにより、サブ表示パネル１０ｓの１行目に所定の輝
度信号を書き込む。
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【００８９】
　以下同様に、メイン表示パネル１０ｍの４行分の走査ラインを選択駆動した後、サブ表
示パネル１０ｓの１行分の走査ラインを選択駆動する、同様の制御動作をタイミングＴ４
００まで交互に繰り返し実行することにより、１フレーム期間内の１走査期間（表示期間
）に、３２０本の走査ラインを有するメイン表示パネル１０ｍ、及び、８０本の走査ライ
ンを有するサブ表示パネル１０ｓの双方に所望の輝度信号（表示信号電圧）を書き込んで
、画像情報として表示することができる。
【００９０】
　上述したような駆動制御動作においても、図４に示すように、タイミングＴ１～Ｔ４、
Ｔ６～Ｔ９、Ｔ１１～、・・・では、メイン表示パネル１０ｍの各行の液晶表示画素の画
素電極に、正極性と負極性の表示信号電圧が交互に印加されるとともに、メイン表示パネ
ル１０ｍの共通電極に、ローレベルとハイレベルのメインコモン信号電圧Ｖcommが交互に
印加されることになり、メイン表示パネル１０ｍにおいて、ライン（行）反転駆動が実行
される。
【００９１】
　また、タイミングＴ５、Ｔ１０、・・・では、サブ表示パネル１０ｓの各行の液晶表示
画素の画素電極に、正極性と負極性の表示信号電圧が交互に印加されるとともに、サブ表
示パネル１０ｓの共通電極に、ローレベルとハイレベルのサブコモン信号電圧Ｖcomsが交
互に印加されることになり、サブ表示パネル１０ｓにおいても、ライン（行）反転駆動が
実行される。
【００９２】
　さらに、上述した１走査期間におけるメイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０
ｓの各行の液晶表示画素（画素電極及び共通電極）に印加される表示信号電圧及びメイン
コモン信号電圧Ｖcomm、サブコモン信号電圧Ｖcomsについて、１フレーム期間内の垂直帰
線期間（非表示期間）に、上記各タイミングＴ１～Ｔ４００と同一の時間幅で奇数タイミ
ング（例えば、５タイミング）を割り当てることにより、次の１フレーム期間（走査期間
）における各々の信号極性が反転されることになり、メイン表示パネル１０ｍ及びサブ表
示パネル１０ｓにおいて、フレーム反転駆動が実行される。
【００９３】
　そして、図４に示すように、例えば、サブ表示パネル１０ｓを走査駆動するときの、メ
イン表示パネル１０ｍ側のメインコモン信号電圧Ｖcommの信号極性を、サブ表示パネル１
０ｓのサブコモン信号電圧Ｖcomsの信号極性と同極性に設定し、また、メイン表示パネル
１０ｍを走査駆動するときの、サブ表示パネル１０ｓ側のサブコモン信号電圧Ｖcomsの信
号極性を、次回走査駆動される際のサブ表示パネル１０ｓのサブコモン信号電圧Ｖcomsの
信号極性と同極性に設定することにより、１走査期間にメイン表示パネル１０ｍに印加さ
れるメインコモン信号電圧Ｖcommの反転駆動回数を、メイン表示パネル１０ｍの走査ライ
ン数と同じにすることができるとともに、サブ表示パネル１０ｓに印加されるサブコモン
信号電圧Ｖcomsの反転駆動回数を、サブ表示パネル１０ｓの走査ライン数と同じにするこ
とができる。
【００９４】
　したがって、メイン表示パネル及びサブ表示パネルのパネルサイズ（走査ライン数）を
４：１に設定した場合であっても、上述した第１及び第２の実施形態と同様に、メイン表
示パネル及びサブ表示パネルに個別に印加するコモン信号電圧を、各々、メイン表示パネ
ル又はサブ表示パネルに配設された走査ライン数に対応する回数だけ反転駆動させればよ
いので、コモン信号電圧の反転駆動に係る駆動周期（周波数）を低減して、消費電力の削
減を図ることができるとともに、メイン表示パネル及びサブ表示パネルを、フレーム反転
駆動、かつ、ライン反転駆動することができるので、表示画素を構成する液晶の劣化や焼
き付き、フリッカによる表示画質の劣化等を抑制することができる。
【００９５】
　＜第４の実施形態＞
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　次に、上述した構成を有する表示装置における駆動制御動作の第４の実施形態について
、図面を参照して簡単に説明する。
　図５は、本発明に係る液晶表示装置における駆動制御動作（駆動制御方法）の第４の実
施形態を示すタイミングチャートである。なお、上述した第１乃至第３の実施形態と同等
の制御動作については、その説明を簡略化又は省略する。
【００９６】
　本実施形態においては、上述した構成を有する表示装置（図１参照）において、メイン
表示パネル１０ｍに配設される走査ライン数が１６０本、サブ表示パネル１０ｓに配設さ
れる走査ラインの数が１６０本に設定され、パネルサイズ（走査ライン数）の比が１：１
の場合について説明する。
【００９７】
　本実施形態に係る表示装置の駆動制御方法は、図５に示すように、１フレーム期間内の
１走査期間において、タイミングＴ１、Ｔ３、Ｔ５、・・・でメイン走査ドライバ３０ｍ
から、メイン表示パネル１０ｍの１行目、２行目、３行目、・・・の各走査ラインに対し
て、ハイレベルの走査信号Ｓ１ｍ、Ｓ２ｍ、Ｓ３ｍ、・・・が順次印加され、また、タイ
ミングＴ２、Ｔ４、Ｔ６、・・・でサブ走査ドライバ３０ｓから、サブ表示パネル１０ｓ
の１行目、２行目、３行目、・・・の各走査ラインに対して、ハイレベルの走査信号Ｓ１
ｓ、Ｓ２ｓ、Ｓ３ｓ、・・・が順次印加される。
【００９８】
　ここで、タイミングＴ１、Ｔ３、Ｔ５、・・・においては、データドライバ２０からメ
イン表示パネル１０ｍの１行目、２行目、３行目、・・・の各液晶表示画素に対応する表
示信号電圧が、各データラインを介して順次印加されることにより、メイン表示パネル１
０ｍの各行に所定の輝度信号が順次書き込まれ、タイミングＴ２、Ｔ４、Ｔ６、・・・に
おいては、データドライバ２０からサブ表示パネル１０ｓの１行目、２行目、３行目、・
・・の各液晶表示画素に対応する表示信号電圧が、各データラインを介して順次印加され
ることにより、サブ表示パネル１０ｓの各行に所定の輝度信号が順次書き込まれる。
　これにより、１フレーム期間内の１走査期間（表示期間）に、各々１６０本の走査ライ
ンを有するメイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓの双方に所望の輝度信号（
表示信号電圧）が書き込まれ、画像情報として表示される。
【００９９】
　また、上述したような駆動制御動作においても、図５に示すように、タイミングＴ１、
Ｔ３、Ｔ５、・・・で、メイン表示パネル１０ｍの各行の液晶表示画素の画素電極に、正
極性と負極性の表示信号電圧が交互に印加されるとともに、メイン表示パネル１０ｍの共
通電極に、ローレベルとハイレベルのメインコモン信号電圧Ｖcommが交互に印加されるこ
とになり、メイン表示パネル１０ｍにおいて、ライン（行）反転駆動が実行され、また、
タイミングＴ２、Ｔ４、Ｔ６、・・・で、サブ表示パネル１０ｓの各行の液晶表示画素の
画素電極に、正極性と負極性の表示信号電圧が交互に印加されるとともに、サブ表示パネ
ル１０ｓの共通電極に、ローレベルとハイレベルのサブコモン信号電圧Ｖcomsが交互に印
加されることになり、サブ表示パネル１０ｓにおいても、ライン（行）反転駆動が実行さ
れる。
【０１００】
　さらに、上述した１走査期間におけるメイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０
ｓの各行の液晶表示画素（画素電極及び共通電極）に印加される表示信号電圧及びメイン
コモン信号電圧Ｖcomm、サブコモン信号電圧Ｖcomsについて、１フレーム期間内の垂直帰
線期間（非表示期間）に、上記各タイミングＴ１～Ｔ３２０と同一の時間幅で奇数タイミ
ング（例えば、３タイミング）を割り当てることにより、次の１フレーム期間（走査期間
）における各々の信号極性が反転されることになり、メイン表示パネル１０ｍ及びサブ表
示パネル１０ｓにおいて、フレーム反転駆動が実行される。
【０１０１】
　そして、図５に示すように、例えば、サブ表示パネル１０ｓを走査駆動するときの、メ
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イン表示パネル１０ｍ側のメインコモン信号電圧Ｖcommの信号極性を、サブ表示パネル１
０ｓのサブコモン信号電圧Ｖcomsの信号極性と同極性に設定し、また、メイン表示パネル
１０ｍを走査駆動するときの、サブ表示パネル１０ｓ側のサブコモン信号電圧Ｖcomsの信
号極性を、次回走査駆動される際のサブ表示パネル１０ｓのサブコモン信号電圧Ｖcomsの
信号極性と同極性に設定することにより、１走査期間にメイン表示パネル１０ｍに印加さ
れるメインコモン信号電圧Ｖcommの反転駆動回数を、メイン表示パネル１０ｍの走査ライ
ン数と同じにすることができるとともに、サブ表示パネル１０ｓに印加されるサブコモン
信号電圧Ｖcomsの反転駆動回数を、サブ表示パネル１０ｓの走査ライン数と同じにするこ
とができる。
【０１０２】
　特に、本実施形態のように、メイン表示パネル１０ｍ及びサブ表示パネル１０ｓのパネ
ルサイズ（走査ライン数）の比を１：１に設定した場合には、図５に示すように、メイン
表示パネル１０ｍに印加するメインコモン信号電圧Ｖcommと、サブ表示パネル１０ｓに印
加するサブコモン信号電圧Ｖcomsとを同一の周期で反転駆動させることができるので、メ
インコモン信号駆動回路６０ｍ及びサブコモン信号駆動回路６０ｓを単一のコモン信号駆
動回路に置き換えた構成を適用することができるので、表示装置の回路構成を簡略化して
小型化することができる。
【０１０３】
　また、メイン表示パネル及びサブ表示パネルのパネルサイズ（走査ライン数）を１：１
に設定した場合であっても、上述した各実施形態と同様に、メイン表示パネル及びサブ表
示パネルに印加するコモン信号電圧を、メイン表示パネル又はサブ表示パネルに配設され
た走査ライン数に対応する回数だけ反転駆動させればよいので、コモン信号電圧の反転駆
動に係る駆動周期（周波数）を低減して、消費電力の削減を図ることができる。
【０１０４】
　なお、上述した各実施形態においては、本発明に係る表示装置として、各々パネルサイ
ズ（走査ライン数）の比がｉ：ｊ（ｊ＝１）となる２つの表示パネルを備える場合につい
て説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。すなわち、本発明は、２つの表
示パネルの各々に配設された走査ライン群に対して、表示パネルのパネルサイズ（走査ラ
イン数）に応じたタイミングで走査信号を印加するものであればよいので、例えば、２つ
の表示パネルのパネルサイズの比が３：２等の関係を有する場合であっても良好に適用す
ることができる。
【０１０５】
　例えば、パネルサイズ（走査ライン数）の比が３：２の関係を有する２つの表示パネル
を備える表示装置の場合、上述した駆動制御方法において、連続する動作タイミング（３
タイミング）で、一方の表示パネルの３行分（例えば、メイン表示パネル１０ｍの１～３
行目；ｉ行分）の走査ラインに走査信号を順次印加して選択駆動した後、次の連続する動
作タイミング（２タイミング）で、他方の表示パネルの２行分（例えば、サブ表示パネル
１０ｓの１～２行目；ｊ行分）の走査ラインに走査信号を順次印加して選択駆動する制御
動作を、双方の表示パネル間で交互に繰り返す。
【０１０６】
　また、２つの表示パネルのパネルサイズの比が、上述したｉ：ｊ（ｉ、ｊは正の整数）
のように整数比にならない場合であってもよく、この場合、パネルサイズの比に近似する
整数比ｉ：ｊを用い、さらに、フレーム反転駆動、かつ、ライン反転駆動となるように、
垂直帰線期間を構成する動作タイミングの数を任意に設定することにより、上述した駆動
制御方法と同様に、各表示パネルに印加するコモン信号電圧の信号極性を反転駆動する回
数を低減して、消費電力の削減を図ることができる。
【０１０７】
　さらに、上述した第１乃至第３の実施形態においては、比較的パネルサイズの大きい（
走査ライン数の多い）メイン表示パネルと比較的パネルサイズの小さい（走査ライン数の
少ない）サブ表示パネルを備えた表示装置において、メイン表示パネルをi行走査駆動し
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ｊ行走査駆動した後に、メイン表示パネルをi行走査駆動するように動作制御するもので
あってもよいことはいうまでもない。
【０１０８】
　加えて、上述した実施形態においては、２つの表示パネルを備える場合についてのみ説
明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、２以上の表示パネルを備えた表示装
置であっても、本発明に係る技術思想を適用して、各表示パネルに印加するコモン信号電
圧の信号極性を反転駆動する回数を低減することができ、消費電力の削減を図ることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０１０９】
【図１】本発明に係る表示装置の一実施形態を示す全体構成図である。
【図２】本発明に係る液晶表示装置における駆動制御動作（駆動制御方法）の第１の実施
形態を示すタイミングチャートである。
【図３】本発明に係る液晶表示装置における駆動制御動作（駆動制御方法）の第２の実施
形態を示すタイミングチャートである。
【図４】本発明に係る液晶表示装置における駆動制御動作（駆動制御方法）の第３の実施
形態を示すタイミングチャートである。
【図５】本発明に係る液晶表示装置における駆動制御動作（駆動制御方法）の第４の実施
形態を示すタイミングチャートである。
【図６】従来技術における、２つの表示パネルを備えた表示装置の一例を示す概略構成図
である。
【図７】従来技術における表示装置の表示駆動制御方法の一例を示すタイミングチャート
である。
【図８】従来技術における表示装置を、フレーム反転、かつ、ライン反転駆動方式により
表示駆動する場合のタイミングチャートである。
【符号の説明】
【０１１０】
　１０ｍ　　　メイン表示パネル
　１０ｓ　　　サブ表示パネル
　２０　　　　データドライバ
　３０ｍ　　　メイン走査ドライバ
　３０ｓ　　　サブ走査ドライバ
　４０　　　　表示信号生成回路
　４１　　　　ＲＧＢデコーダ
　４２　　　　反転アンプ
　５０　　　　ＬＣＤコントローラ
　６０ｍ　　　メインコモン信号駆動回路
　６０ｓ　　　サブコモン信号駆動回路
　Ｌｄ　　　　データライン群
　Ｌsm、Ｌss　　　走査ライン群
　Ｖcomm、Ｖcoms　　コモン信号電圧
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